




































「Aerobic  Power 及び身体組成が重力耐性に及ぼす影響」、1990年度一般研究「高 
温度下の長時間運動中の飲水が心臓血管系の応答に及ぼす効果」、2005年度～2007年
度基盤研究 C「大学体育は学生の何を変えうるか―大学体育授業評価システム開発と
モデル授業の構築」、2009年度～2011年度基盤研究 C「閉経後の部位別骨密度と姿勢
―脊柱変形の原因及び予防の検討―」がある。
社会的活動としては、1993年に日本養生学会を設立し、理事長として活躍されて
いる。また、2011年には全国大学体育連合より ｢大学体育教育賞｣ を受賞され、長
年の大学教育への貢献が認められた。その他報道番組への出演や、新聞や雑誌等への
執筆活動もされている。
教育においては、授業のみならず学生の自主研究に関する指導や運動部の顧問と
して、学生達の活動を支えてこられた。
以上のように、長年にわたり健康・運動科学の教育・研究を支え強いリーダー
シップを取って下さった先生に感謝し、今後のご健康とご活躍を願う次第である。
